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1. 2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 35,104 10.1 1,063 90.1 1,548 60.5 1,038 38.6

2022年3月期 31,876 △2.5 559 △40.7 965 △17.7 749 7.3

（注）包括利益 2023年3月期　　1,051百万円 （37.2％） 2022年3月期　　766百万円 （△26.1％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 290.18 ― 3.7 3.6 3.0

2022年3月期 209.36 ― 2.7 2.2 1.8

（参考） 持分法投資損益 2023年3月期 ―百万円 2022年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 43,732 28,219 64.5 7,883.81

2022年3月期 43,304 27,454 63.4 7,669.76

（参考） 自己資本 2023年3月期 28,219百万円 2022年3月期 27,454百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 756 △161 △1,609 3,329

2022年3月期 1,572 547 △1,306 4,343

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― 0.00 ― 80.00 80.00 286 38.2 1.0

2023年3月期 ― 0.00 ― 90.00 90.00 322 31.0 1.2

2024年3月期(予想) ― 0.00 ― 90.00 90.00 26.6

（注）2023年3月期における1株当たり期末配当金については、80円から90円に変更しております。詳細については、本日（2023年5月12日）公表致しました「剰余
金の配当に関するお知らせ」をご覧ください。

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 36,300 3.4 1,360 27.9 1,820 17.5 1,210 16.5 338.04

第2四半期連結累計期間の業績予想は行っておりません。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

②①以外の会計方針の変更 　：　有

③会計上の見積りの変更 　：　有

④修正再表示 　：　無

詳細は、添付資料P.11「(5)連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 4,000,000 株 2022年3月期 4,000,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期 420,607 株 2022年3月期 420,460 株

③ 期中平均株式数 2023年3月期 3,579,458 株 2022年3月期 3,579,576 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、添付
資料3ページ「1.経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度のわが国経済は、ウィズコロナの下、徐々に進む行動制限の解除に各種政策の効果が加わり、緩

やかな回復基調にありました。しかしながら、急激な円安の進行、金融市場の変動、ロシア・ウクライナ情勢に起

因する世界的な資源価格・原材料価格の高騰と消費者物価の上昇が景気に与える影響など不透明な状況が続きまし

た。

当社グループが属する建設業界におきましては、建設投資に底堅い動きが見られるものの、建設資材・労務価格

の高騰や建設業従事者の高齢化と人材確保の問題など、受注環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような環境の下、当社グループは、採算性を重視した営業活動及び拡販活動に取り組み、建設コスト高を反

映した価格改善や連結子会社との連携による工事受注の確保に注力してまいりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は351億４百万円（前年同期比10.1％増）、営業利益は10億63百万円（前年

同期比90.1％増）、経常利益は15億48百万円（前年同期比60.5％増）、特別利益50百万円及び法人税等計５億60百

万円を計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は10億38百万円（前年同期比38.6％増）となりました。

(2）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末の資産合計は437億32百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億28百万円の増加となり

ました。その主な内訳は、受取手形、売掛金及び契約資産と電子記録債権をあわせた売上債権が増加、現金及び

預金が減少したことによるものであります。

（負債）

当連結会計年度末の負債合計は155億13百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億36百万円の減少となり

ました。その主な内訳は、返済により短期借入金が減少したことによるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末の純資産合計は282億19百万円となり、前連結会計年度末と比較して７億65百万円の増加とな

りました。その主な内訳は、親会社株主に帰属する当期純利益による利益剰余金の増加によるものであります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.1ポイント増加した64.5％となりました。

（3）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比べ、10億14百万

円減少の33億29百万円となりました。当連結会計年度末におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の

とおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は７億56百万円の増加（前年同期は15億72百万円の増加）となりました。主な増加項目は

税金等調整前当期純利益15億98百万円、仕入債務の増加額13億72百万円であり、主な減少項目は売上債権及び契

約資産の増加による資金の減少額22億38百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は１億61百万円の減少（前年同期は５億47百万円の増加）となりました。主な減少項目は有

形及び無形固定資産の取得による支出額２億59百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は16億９百万円の減少（前年同期は13億６百万円の減少）となりました。主な減少項目は短

期借入金の減少額13億円であります。
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（4）今後の見通し

今後の経営環境につきましては、欧米主要国の金融引き締め政策を進める中で暫くは円安傾向が続くものと見ら

れます。国内経済はアフターコロナに向けた経済活動の本格的な再開と政府の需要喚起策が相まって、景気の回復

基調が持続するものと期待されます。しかしながら、長期化するロシア・ウクライナ情勢などの地政学的リスク、

欧米の一部金融機関の経営破綻による金融市場の動揺、国内外のインフレ政策などが経済に与える影響を注視する

必要があります。

建設業界におきましては、従来からの技能労働者不足に加え、昨年から続く原材料や鋼材価格の高騰により、建

設コストの大幅な上昇が見られます。このような背景から企業の設備投資意欲の減退や、更なる受注競争の激化に

よる採算面での悪化が心配される一方で、都市部の再開発事業を中心とした民間の設備投資プロジェクトや2025年

まで実施される「防災・減災、国土強靭化のための5か年加速化対策」を柱とするインフラ基盤整備計画による需要

の進捗や政府の補正予算の下支えが期待され、建設需要は引き続き底堅い推移が見込まれます。

当社グループは中期経営計画策定時に、最終年度となる2024年３月期の連結売上高350億円、連結経常利益18億円

を設定しておりました。

2024年３月期の連結業績予想としては、売上高は363億円、営業利益は13億60百万円、経常利益は18億20百万円、

親会社株式に帰属する当期純利益は12億10百万円を見込んでおります。

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は様々な要因によって予想数値と

異なる可能性があります。開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせ致します。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準については日本基準を適用しております。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,415 3,401

受取手形、売掛金及び契約資産 9,513 10,413

電子記録債権 2,229 3,567

商品 227 284

建設資材 16,954 16,249

仕掛品 21 56

貯蔵品 45 61

その他 238 221

貸倒引当金 △14 △39

流動資産合計 33,633 34,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,835 4,885

減価償却累計額 △4,033 △4,095

建物及び構築物（純額） 802 789

機械装置及び運搬具 6,524 6,617

減価償却累計額 △5,799 △5,910

機械装置及び運搬具（純額） 725 707

土地 4,258 4,258

その他 761 796

減価償却累計額 △581 △617

その他（純額） 180 179

有形固定資産合計 5,965 5,933

無形固定資産 130 98

投資その他の資産

投資有価証券 954 963

退職給付に係る資産 534 565

繰延税金資産 112 15

その他（純額） 2,004 2,013

貸倒引当金 △32 △74

投資その他の資産合計 3,574 3,482

固定資産合計 9,670 9,515

資産合計 43,304 43,732

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,788 5,996

電子記録債務 3,337 4,498

短期借入金 2,840 1,540

未払法人税等 123 350

契約負債 2,294 1,417

資産除去債務 7 －

賞与引当金 374 483

役員賞与引当金 27 41

工事損失引当金 5 4

その他 728 766

流動負債合計 15,528 15,098

固定負債

繰延税金負債 30 144

退職給付に係る負債 28 31

資産除去債務 9 9

その他 253 229

固定負債合計 321 415

負債合計 15,849 15,513

純資産の部

株主資本

資本金 3,626 3,626

資本剰余金 5,206 5,206

利益剰余金 19,154 19,906

自己株式 △1,008 △1,009

株主資本合計 26,977 27,729

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 386 411

退職給付に係る調整累計額 90 78

その他の包括利益累計額合計 476 489

純資産合計 27,454 28,219

負債純資産合計 43,304 43,732
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

売上高 31,876 35,104

売上原価 27,141 29,594

売上総利益 4,734 5,510

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 1,916 1,962

貸倒引当金繰入額 － 67

賞与引当金繰入額 282 361

役員賞与引当金繰入額 21 41

退職給付費用 35 49

福利厚生費 418 443

その他 1,501 1,521

販売費及び一般管理費合計 4,175 4,447

営業利益 559 1,063

営業外収益

受取利息 4 3

受取配当金 43 38

受取地代家賃 287 377

売電収入 64 64

その他 119 80

営業外収益合計 519 565

営業外費用

支払利息 23 15

不動産賃貸費用 32 31

売電費用 33 26

その他 24 7

営業外費用合計 113 80

経常利益 965 1,548

特別利益

固定資産売却益 37 22

投資有価証券売却益 192 28

特別利益合計 229 50

特別損失

工場閉鎖損失 31 －

投資有価証券売却損 29 －

特別損失合計 60 －

税金等調整前当期純利益 1,134 1,598

法人税、住民税及び事業税 126 353

法人税等調整額 258 207

法人税等合計 384 560

当期純利益 749 1,038

親会社株主に帰属する当期純利益 749 1,038

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当期純利益 749 1,038

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29 24

退職給付に係る調整額 △11 △11

その他の包括利益合計 17 12

包括利益 766 1,051

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 766 1,051

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,626 5,206 19,836 △1,008 27,659

会計方針の変更による累積
的影響額

△1,145 △1,145

会計方針の変更を反映した当
期首残高

3,626 5,206 18,690 △1,008 26,514

当期変動額

剰余金の配当 △286 △286

親会社株主に帰属する当期
純利益

749 749

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 463 △0 462

当期末残高 3,626 5,206 19,154 △1,008 26,977

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 357 102 459 28,119

会計方針の変更による累積
的影響額

△1,145

会計方針の変更を反映した当
期首残高

357 102 459 26,974

当期変動額

剰余金の配当 △286

親会社株主に帰属する当期
純利益

749

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

29 △11 17 17

当期変動額合計 29 △11 17 480

当期末残高 386 90 476 27,454

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,626 5,206 19,154 △1,008 26,977

当期変動額

剰余金の配当 △286 △286

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,038 1,038

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 752 △0 752

当期末残高 3,626 5,206 19,906 △1,009 27,729

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

退職給付に係る調整
累計額

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 386 90 476 27,454

当期変動額

剰余金の配当 △286

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,038

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

24 △11 12 12

当期変動額合計 24 △11 12 765

当期末残高 411 78 489 28,219

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,134 1,598

減価償却費 419 313

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 67

賞与引当金の増減額（△は減少） △5 109

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3 13

工事損失引当金の増減額（△は減少） 0 △1

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △47 △30

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2 3

有形固定資産売却損益（△は益） △37 △22

投資有価証券売却損益（△は益） △162 △28

受取利息及び受取配当金 △47 △42

支払利息 23 15

工場閉鎖損失 31 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 385 △2,238

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,942 598

仕入債務の増減額（△は減少） △568 1,372

契約負債の増減額（△は減少） △794 △877

その他 △401 41

小計 1,866 895

利息及び配当金の受取額 43 41

利息の支払額 △23 △14

工場閉鎖損失の支払額 △0 △24

法人税等の支払額 △313 △141

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,572 756

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △227 △259

有形固定資産の売却による収入 424 27

投資有価証券の売却による収入 325 54

貸付けによる支出 △3 －

貸付金の回収による収入 38 39

投資その他の資産の増減額（△は増加） △10 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー 547 △161

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,000 △1,300

長期借入金の返済による支出 △1 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △18 △22

配当金の支払額 △286 △286

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,306 △1,609

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 812 △1,014

現金及び現金同等物の期首残高 3,530 4,343

現金及び現金同等物の期末残高 4,343 3,329

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定め

る経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することと

いたしました。

これによる、連結財務諸表に与える影響はありません。

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

従来、当社及び連結子会社は減価償却方法に関し、有形固定資産の一部について定率法を採用しておりました

が、当連結会計年度の期首から定額法に変更しております。

この変更は、中期経営計画の立案・実行を契機に、有形固定資産の使用実態に即して見直し、検討した結果に

よるものであります。これにより、従来の方法と比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整

前当期純利益がそれぞれ43百万円増加しております。

（セグメント情報等）

前連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）及び当連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月

31日）

当社及び連結子会社の事業は、建設基礎工事用鋼製重仮設資材等の販売、賃貸及び資材提供に附随する工事、

加工、運送等であり、建設現場において使用する資材に関連して一体となって提供するものであります。その性

質、市場の類似性を考慮すると単一セグメントであるため、記載は省略しております。
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前連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

１株当たり純資産額 7,669.76円 7,883.81円

１株当たり当期純利益 209.36円 290.18円

前連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 749 1,038

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
749 1,038

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,579 3,579

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当する事項はありません。
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